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さ
て
、
昨
今
の
経
済
情
勢
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
こ
の
約
３
年
間
大

変
厳
し
い
現
状
に
晒
さ
れ
て
参
り
ま

し
た
。
特
に
、
小
売
業
・
飲
食
業
・

ホ
テ
ル
業
な
ど
は
よ
り
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
も
の
と
お
察
し
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
・
道
の
支
援
や
市
の
支
援
を
受
け

何
と
か
廃
業
と
い
う
最
悪
の
状
況
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
現
在
に
至
る
こ

と
が
で
き
た
事
に
、
そ
の
お
手
伝
い

を
し
て
き
た
商
工
会
議
所
と
し
て
も

胸
を
撫
で
下
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
今
後
に
於
い
て
、

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
い
な
い
事
や
イ

ン
ボ
イ
ス
の
導
入
な
ど
に
よ
り
厳
し

い
経
営
状
況
を
迎
え
そ
う
で
す
が
、

皆
様
の
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

商
工
会
議
所
と
し
て
も
対
応
を
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
砂
川
の
話
題
と
し
て
は
、

駅
前
の「
パ
ー
ラ
ー
グ
ラ
ン
ド
跡
地
」

の
開
発
事
業
に
つ
い
て
で
す
。

い
よ
い
よ
２
０
２
３
年
度
よ
り
着
手

さ
れ
ま
す
。
国
道
の
無
電
柱
化
に
合

わ
せ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
駅
前
・

新
庁
舎
・
市
立
病
院
へ
の
人
の
流
れ

を
商
店
街
の
活
性
化
に
繋
げ
る
大
き

な
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら

に
は
商
工
会
議
所
の
移
転
に
伴
い
、

観
光
協
会
と
と
も
に
成
果
を
求
め
て

新
し
い
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
様
々
な

人
た
ち
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
実

効
性
の
あ
る
事
業
展
開
を
す
る
為
に

も
、
会
議
所
の
重
点
目
標
と
し
て
今

後
共
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
将
来
の
砂
川
の
街
づ
く
り

の
為
に
も
、若
者
が
活
躍
す
る
地
域
、

活
躍
で
き
る
地
域
を
創
造
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
議
所
と

し
て
も
若
者
が
起
業
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
も
務
め
と

考
え
て
お
り
、
情
報
収
集
や
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
議
員
改
選
で
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
世
代
交
代
が
進
み
、
若
い

議
員
さ
ん
も
多
く
、
新
し
い
発
想
で

会
議
所
の
活
動
に
活
力
を
与
え
て
く

れ
る
事
に
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
ん
な
活
動
し
や
す
い
委
員
会

づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
街
づ

く
り
に
対
応
で
き
る
よ
う
期
待
を
込

め
て
新
し
い
委
員
会
構
成
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
副
会
頭
に

つ
い
て
は
山
田
巌
氏
に
再
任
頂
き
、

新
副
会
頭
と
し
て
佐
藤
勝
也
氏
に
ご

就
任
頂
き
ま
し
た
。
若
手
を
束
ね
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
手
腕
に
大
い
に

期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
専
務
理
事

と
し
て
は
作
田
清
之
氏
を
再
任
い
た

し
ま
し
た
。
事
務
局
の
要
と
し
て
大

い
に
期
待
い
た
し
ま
す
。
９
年
間
副

会
頭
と
し
て
私
を
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
平
尾
秀
明
氏
は
退
任
さ
れ
ま

す
が
、
私
の
就
任
当
初
か
ら
の
右
腕

で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

会
員
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
状
は

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

３
年
間
は
新
し
い
世
代
に
繋
げ
る
準

備
期
間
と
し
て
、
新
三
役
、
議
員
、

職
員
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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砂
川
商
工
会
議
所
役
員
が
決
定

会
頭
に
其
田
勝
則
氏
を
再
任

就
任
挨
拶

砂
川
商
工
会
議
所

会
頭

其
田
勝
則

11
月
１
日（
火
）砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、令
和
４
年
度
臨
時
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
、
第
31
期
議
員
に
選
任
さ
れ
た
新
議
員
40
名
に
よ
り
、
会

頭
、
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
常
議
員
、
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
頭
の
選
任
に
つ
い
て
は
会
頭
選
任
要
領
に
基
づ
き
、
佐
藤
勝
也
推
薦
委

員
長
が
推
薦
委
員
会
の
経
過
を
報
告
し
、
現
会
頭
で
あ
る
其
田
勝
則
氏
を
推

挙
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
其
田
会
頭
よ
り
副
会
頭
に
山
田
巌
氏
と
佐
藤
勝
也
氏
を
、
専
務
理

事
に
は
作
田
清
之
氏
を
指
名
し
、
議
場
に
同
意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、常
議
員
、監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、全
て

の
役
員
が
決
定
し
、
退
任
さ
れ
る
議
員
に
感
謝
状
の
贈
呈
後
、
臨
時
議
員
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
役
員
・
議
員
及
び
正
副
部
会
長
は
２
ペ
ー
ジ
よ
り
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
度
、
砂
川
商
工
会
議
所
会
頭
に

再
度
ご
推
挙
頂
き
、
４
期
目
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
期
９
年
間
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
自
身
の
体
調
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

完
全
復
調
と
は
言
え
な
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ま
ま
務
め
る
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と
に
は
な
り
ま
す
が
、
与
え
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れ
た

職
責
を
全
う
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り

組
み
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い
と
考
え
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お
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ま
す
。
精
一
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て

の
役
員
が
決
定
し
、
退
任
さ
れ
る
議
員
に
感
謝
状
の
贈
呈
後
、
臨
時
議
員
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
役
員
・
議
員
及
び
正
副
部
会
長
は
２
ペ
ー
ジ
よ
り
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
度
、
砂
川
商
工
会
議
所
会
頭

に
再
度
ご
推
挙
頂
き
、
４
期
目
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
期
９
年
間
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
自
身
の
体
調
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
完
全
復
調
と
は
言
え
な
い
ま
ま

務
め
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
、
与

え
ら
れ
た
職
責
を
全
う
す
る
た
め
に

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
更
な
る
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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砂
川
市
民
ま
つ
り
が
盛
大
に
終
了
！

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
う
ご
き
８
月

�
�
�
�
�
�
�

Ｙ
Ｅ
Ｇ
コ
ー
ナ
ー

１
日
▼
第
４
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
創
る
夢
あ

る
北
海
道
会
議

交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

３
日
▼
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
Ｐ
Ｒ

準
備
会

会
議
所

７
日
▼
ラ
ブ
・
リ
バ
ー
砂
川
夏
ま
つ

り
設
営
・
イ
ベ
ン
ト
協
力

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

８
日
▼
ラ
ブ
・
リ
バ
ー
砂
川
夏
ま
つ

り
撤
去
作
業
協
力

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

21
日
▼
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
第
２

回
Ｐ
Ｒ
準
備
会

会
議
所

28
日
～
30
日
▼
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
28
回

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
根
室

大
会

根
室
市

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
28
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

根
室
大
会

お問い合わせ・お申し込みは … 砂川商工会議所又は下記まで

�

�

�

�

�

�

�

Ｙ

Ｅ

Ｇ

コ

ー

ナ

ー

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
う
ご
き
９
月

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
32
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

滝
川
大
会

議

員

石

家

裕

二

㈱
丸
ヨ
石
家
商
店

議

員

宇
之
津

寿

男

マ
ル
ホ
ー
産
業
㈱

議

員

葛

西

英

剛

㈱
北
海
道
銀
行
砂
川
支
店

議

員

久

保

敬

介

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
く
ぼっ
ち

議

員

近

藤

俊

継

㈲
丸
正
近
藤
食
品

議

員

榊

原

富
美
子

㈱
北

斗

議

員

笹

島

一

彦

水
島
建
設
工
業
㈱

議

員

佐

藤

大

将

㈲
佐
藤
塗
装
店

議

員

渋

谷

浩

樹

㈱
北
洋
銀
行
砂
川
支
店

議

員

住

亮
太
郎

㈲
池
川
生
花
店

議

員

高

坂

誠

㈱
治
田
タ
イ
ヤ

議

員

多
比
良

和

伸

タ
ヒ
ラ・デ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

議

員

田

村

正

明

㈱
砂
川
地
方
卸
売
市
場

議

員

千

葉

智

司

㈲
千
葉
化
工

議

員

永

森

直

弘

㈲
兼
弘
永
森
家
具
店

10
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
議

員
改
選
が
行
わ
れ
、
役
員
・
議
員
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員

の
皆
様
が
所
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
に
お
い
て
も
正
副
部
会
長
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

と
な
り
ま
す
。

第
31
期
役
員
・
議
員
お
よ
び
正
副

部
会
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

砂
川
商
工
会
議
所

第
31
期
役
員
・
議
員

会

頭

其

田

勝

則

東
洋
建
設
工
機
㈱

副
会
頭

山

田

巌

山
田
産
業
㈱

副
会
頭

佐

藤

勝

也

村
田
施
設
工
業
㈱

専
務
理
事

作

田

清

之

監

事

山

﨑

義

彦

ふ
じ
印
刷

監

事

沢

田

広

志

㈲
さ
わ
だ
呉
服
店

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！！

議

員

信

太

英

樹

㈲
信
太
写
真
館

議

員

原

修

二

北
門
信
用
金
庫
砂
川
支
店

議

員

平

尾

嘉

典

㈱
平
尾
電
気
商
会

議

員

福

永

敬

弘

㈱
ア
メ
ニ
テ
ィ
開
発

議

員

堀

昭

㈱
ホ

リ

議

員

増

井

悟

㈱
増

建

議

員

増

田

拓

也

北
伸
建
設
工
業
㈱

議

員

水

島

聖

一

三
共
建
具
工
業
㈱

議

員

村

上

雅

拓

北
海
道
電
力
㈱

砂
川
発
電
所

議

員

山

根

正

久

北
海
道
三
井
化
学
㈱

砂
川
商
工
会
議
所

正
副
部
会
長

●
商
業
部
会

部
会
長

吉

川

幸

宏

吉
川
食
品
㈱

副
部
会
長

中

村

和

弘

㈲
中
村
時
計
眼
鏡
店

●
サ
ー
ビ
ス
部
会

部
会
長

久

保

敬

介

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
く
ぼっ
ち

副
部
会
長

中

谷

数

正

環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

●
工
業
部
会

部
会
長

山

田

賢

司

㈱
サ
ン
コ
ー

副
部
会
長

千

葉

智

司

㈲
千
葉
化
工

●
建
設
部
会

部
会
長

笹

島

一

彦

水
島
建
設
工
業
㈱

副
部
会
長

佐

藤

大

将

㈲
佐
藤
塗
装
店

●
自
動
車
運
輸
部
会

部
会
長

八

幡

弥

美

丸
一
運
輸
㈱

副
部
会
長

高

坂

誠

㈱
治
田
タ
イ
ヤ

●
理
財
部
会

部
会
長

渋

谷

浩

樹

㈱
北
洋
銀
行
砂
川
支
店

副
部
会
長

原

修

二

北
門
信
用
金
庫砂

川
支
店

常
議
員

浅

野

博

㈱
浅
野
商
店

常
議
員

大

橋

俊

彦

オ
ー
ハ
シ
総
合
設
備
㈱

常
議
員

佐

藤

祥

浩

㈱
佐
藤
建
設

常
議
員

造

田

孝

志

村
山
木
材
㈱

常
議
員

田

中

敏

文

㈱
林
工
務
店

常
議
員

中

谷

数

正

環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

常
議
員

中

村

和

弘

㈲
中
村
時
計
眼
鏡
店

常
議
員

広

庭

里

美

㈱
鷲

尾

常
議
員

堀

松

宣

弘

三
東
商
事
㈱

常
議
員

村

中

雄

司

㈲
村
中
商
事

常
議
員

八

幡

弥

美

丸
一
運
輸
㈱

常
議
員

山

田

賢

司

㈱
サ
ン
コ
ー

常
議
員

吉

川

幸

宏

吉
川
食
品
㈱

議

員

鰺

坂

好

弘

㈱
砂
川
ガ
ス

議

員

池

内

一

也

㈲
カ
ネ
イ
池
内
商
店
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生活保護受給者の方も健診が受けられますのでお問い合わせ下さい

融 資 対 象
常時雇用する従業員が 20 人以下
（商業・サービス業は 5 人、宿泊業及び娯楽業は 20 人）以下の事業者の方
※ただし、6 ヶ月以前から当所の経営指導を受けていることが必要です。

融 資 金 額 2,000万円以内 (1,500万円を越える融資には事業計画書の策定などが必要です）

融 資 期 間 運転資金： 7 年以内（うち据置 1 年以内）
設備資金：10 年以内（うち据置 2 年以内）

利 率 1.21％(固定)

ご利用いただ
け る 方

最近１カ月の売上高が前年または前々年の同期と比較して５％以上減少している小規模事業
者の方

資金の使い道 運転資金、設備資金

融 資 限 度 額 別枠1,000万円

金 利 経営改善利率1.21％（令和2年９月１日時点）より当初3年間、▲0.9％引下げ

〇新型コロナウイルス感染症関連
新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した小規模事業者の資金繰りを支援するため、別枠1,000万

円の範囲内で当初3年間、通常の貸付金利から▲0.9％引き下げます。加えて、据置期間を運転資金で3年以内、設備
資金で4年以内に延長されます。

マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）
本制度は、小規模事業者の経営改善を目的に、商工会議所の推薦により無担保・無保証で日本政策金融公庫が融

資する制度です。

【お問合せ・ご相談】砂川商工会議所 中小企業相談所 相談業務課 ☎0125-52-4294


す
な
が
わ
飲
食
店
応
援
券
実
行
委

員
会（
砂
川
市
、砂
川
商
工
会
議
所
、

砂
川
社
交
飲
食
協
会
、
北
海
道
観
光

事
業
協
会
砂
川
支
部
）
は
、
10
月
８

日
（
土
）
に
砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
に
て
第
２
弾
と
な
る
す
な

が
わ
飲
食
店
応
援
券
を
販
売
し
ま
し

た
。応

援
券
は
、
全
店
舗
共
通
券
（
１

セ
ッ
ト
５
，
０
０
０
円
で
７
，
５
０

０
円
分
の
飲
食
券
）
と
ス
ナ
ッ
ク
・

バ
ー
専
用
券
（
１
セ
ッ
ト
５
，
０
０

０
円
で
８
，０
０
０
円
分
の
飲
食
券
）

を
合
わ
せ
て
一
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
購

入
可
能
と
し
ま
し
た
。

全
店
舗
共
通
券
３
，
０
０
０
セ
ッ

ト
、
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
専
用
券
３
０

０
セ
ッ
ト
を
用
意
し
、
10
月
11
日

（
火
）
以
降
は
砂
川
商
工
会
議
所
で

販
売
を
し
、
10
月
12
日
（
水
）
に
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
応
援
券
は
79
店
舗
の
加
盟

店
で
使
用
で
き
、
有
効
期
限
は
12
月

31
日
（
土
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

｢第
２
弾
す
な
が
わ
飲
食
店
応
援
券
｣完
売
！

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
！

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

と
し
、
集
中
的
に
広
報
活
動
を
展

開
し
、
労
働
保
険
制
度
の
よ
り
一

層
の
理
解
、
周
知
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を

問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
厚
生
労
働
省
北

海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
課
（
０
１
１
㿌
７
０
９
㿌
２
３

１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所

音
と
歓
声
を
会
場
に
響
か
せ
て
お
り

ま
し
た
。

な
お
、
成
績
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
６
日
（
木
）
に
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ボ
ウ
ル
に
て
第
29
回
会
員
事
業
所

対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
、
チ
ー
ム
数
の
制

限
は
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
と
同
様

の
内
容
で
、
事
業
所
で
組
ん
だ
チ
ー

ム
や
、
他
事
業
所
と
組
ん
だ
チ
ー
ム

な
ど
28
チ
ー
ム
56
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
、
２
人
１
組
の
ペ
ア
で

交
互
に
投
球
し
、
女
性
１
名
に
つ
き

１
ゲ
ー
ム
10
ピ
ン
の
ハ
ン
デ
を
加

算
、
予
選
の
結
果
で
Ａ
・
Ｂ
の
ク
ラ

ス
分
け
を
し
、
予
選
１
ゲ
ー
ム
・
決

勝
２
ゲ
ー
ム
の
３
ゲ
ー
ム
合
計
で
順

位
を
決
定
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
も
、
真
剣

な
眼
差
し
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
快

【Ａクラス】
優 勝：北斗総業（北斗総業㈱） 総得点：541点

榊原圭太さん・榊原富美子さん
準優勝：サワ（サワ計装） 総得点：525点

猿渡淳二さん・猿渡万里子さん
３ 位：中島生花店（㈲中島生花店） 総得点：510点

田中俊英さん・田中むつみさん
【Ｂクラス】
優 勝：森田･ホリＪＶ(㈲森田建設・㈱ホリ）総得点：377点

森田幸浩さん・野中孝志さん
準優勝：林２（㈱林工務店） 総得点：360点

上田貴明さん・鈴木笑美さん
３ 位：シロ（㈱シロ砂川工場） 総得点：353点

僧都美紀さん・川田和亮さん






















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�
�
�
�

第
29
回
会
員
事
業
所
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
！

Ａクラス 優勝

Ｂクラス 優勝



（４）令和４年11月10日発行 な な か ま ど

其
田
勝
則
氏

「
北
海
道
産
業
貢
献
賞
」
受
賞

当
所
会
頭
で
あ
り
東
洋
建
設
工
機

株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
其
田
勝

則
氏
は
、
平
成
13
年
11
月
１
日
か
ら

砂
川
商
工
会
議
所
議
員
に
就
任
、
平

成
19
年
11
月
１
日
か
ら
副
会
頭
に
就

任
、
平
成
25
年
11
月
１
日
か
ら
は
会

頭
に
就
任
し
、
通
算
21
年
の
長
き
に

わ
た
り
役
員
議
員
と
し
て
地
域
経
済

の
振
興
と
産
業
の
発
展
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
北
海

道
産
業
貢
献
賞（
商
工
鉱
業
功
労
者
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
贈
呈
式
は
令
和
５
年
１
月
13

日
、
札
幌
に
て
開
催
を
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
㈲
ア
イ
ア
ー
ク
ス

（
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
砂
川
南
店
）

代
表
取
締
役

石
田

恵
子

砂
川
市
西
１
条
南
11
丁
目
１
㿌
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
５
㿌
55
㿌
２
５
１
５

業
種

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

<
会
議
所
所
属
部
会
>

商
業
部
会

▽
㈲
角
ヤ
西
川
商
店

(セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
砂
川
空
知
太
店
）

代
表
取
締
役

老
田

正

砂
川
市
空
知
太
東
２
条
２
丁
目
４
㿌
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
５
㿌
53
㿌
３
５
５
５

業
種

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

<
会
議
所
所
属
部
会
>

商
業
部
会

☆
ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
26
日
（
金
）
に
開
催
予
定
で

し
た
「
第
24
回
砂
川
夜
の
酔
人
ロ
ー

ド
・
は
し
ご
酒
大
会
」
は
、
6
月
6

日
に
発
生
し
た
飲
酒
事
故
で
死
傷
者

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
社
交
飲
食
協
会
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
の
啓

発
活
動
を
行
い
、
来
年
の
開
催
に
向

け
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
前
売
券
の
払
い
戻
し
に
つ

い
て
は
6
月
26
日
（
金
）
ま
で
は
購

入
し
た
各
店
舗
に
て
、
6
月
29
日

（
月
)～
7
月
31
日
(金
)ま
で
商
工
会

議
所
で
前
売
券
と
引
き
換
え
に
て
対

応
い
た
し
ま
す
。

６
日
▼
１
号
議
員
当
選
者
の
告
示

▼
第
29
回
会
員
事
業
所
対
抗
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ボ
ウ
ル

８
日
▼
す
な
が
わ
飲
食
店
応
援
券
販
売

砂
川
市

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

９
日
▼
滝
川
駐
屯
地
創
立
67
周
年
記

念
行
事
第
10
即
応
機
動
連
隊

改
編
３
周
年
記
念
行
事滝

川
市

11
日
▼
第
７
回
三
役
会

会
議
所

12
日
▼
第
３
回
砂
商
連
三
役
会会

議
所

13
日
▼
も
っ
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

回
収
作
業

十
字
街
線
沿

▼
砂
川
社
会
保
険
委
員
会
「
令

和
４
年
度
第
２
回
役
員
会
」

滝
川
市

▼
国
道
一
直
線
花
い
っ
ぱ
い
運

動

回
収
作
業国

道
12
号
線
沿

▼
第
２
回
議
員
会
親
睦
ボ
ウ
リ

ン
グ
交
流
会

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ボ
ウ
ル
・
銀
座
園

20
日
▼
第
１
回
議
員
会

会
議
所

24
日
▼
第
１
回
創
業
セ
ミ
ナ
ー会

議
所

25
日
▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

砂
川
市

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

▼
第
７
回
広
報
委
員
会ま

さ
寿
し

26
日
▼
道
北
商
工
会
議
所
専
務
理
事

会
議

旭
川
市

27
日
▼
第
３
回
砂
商
連
役
員
会会

議
所

お
買
い
物
は
地
元
商
店
街
で
！

会
議
所
の
う
ご
き
６
月

委
員
会
の
う
ご
き
８
月
















�
�
�
�
�
�
�

砂
川
商
工
会
議
所

�
�
�
�
�
�
�
�

新
入
会
員
の
ご
紹
介

は
し
ご
酒
大
会
に
つ
い
て

 

 





























北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

係
る
特
別
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

当
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成
30

年
９
月
６
日
の
地
震
に
よ
り
、
経

営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
者
等
の
経
営
及
び
金
融
の
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
設
場
所

砂
川
商
工
会
議
所

相
談
業
務
課

℡

５
２
㿌
４
２
９
４

第
２
回
経
済
政
策
特
別
委
員
会
開
催

第
２
回
総
務
委
員
会
開
催

会
議
所
の
う
ご
き
10
月 第

３
回
工
業
委
員
会
開
催

お
買
い
物
は
地
元
商
店
街
で
！

常
議
員
会
の
う
ご
き
９
月

道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

商
工
会
議
所
会
員

優
待
サ
ー
ビ
ス
事
業

「
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
」
を

ご
利
用
下
さ
い

委
員
会
の
う
ご
き
10
月

第
４
回
経
済
政
策
特
別
委
員
会
開
催

 

 



































































































砂
川
商
工
会
議
所
職
員
発
令

９
月
１
日
付
け
の
発
令
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

相
談
業
務
課
嘱
託

（
事
務
局
次
長
兼
相
談
所
長
）

作
田

清
之

事
務
局
次
長
兼
相
談
所
長

（
相
談
業
務
課
長
）河原

正
一

相
談
業
務
課
長

（
相
談
業
務
課
主
事
）

水
島

和
彦

第
７
回
広
報
委
員
会
開
催

第
３
回
常
議
員
会
開
催

第
１
回
３
号
議
員
選
任
委
員
会
開
催

第
２
回
会
頭
推
薦
委
員
会
開
催

10
月
25
日
（
火
）
18
時
よ
り
ま
さ

寿
し
に
於
い
て
、
第
７
回
広
報
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽

議

事

（
１
）
掲
載
記
事
の
検
討
に
つ
い
て

会
議
所
の
う
ご
き
10
月

１
日
▼
第
１
回
臨
時
議
員
総
会

砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

７
日
▼
第
２
回
創
業
セ
ミ
ナ
ー会

議
所

８
日
▼
第
８
回
三
役
会

会
議
所

17
日
▼
第
４
回
常
議
員
会

砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

21
日
▼
講
演
会
「
初
心
者
で
も
わ
か

る
Ｄ
Ｘ
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」

会
議
所

22
日
▼
第
３
回
創
業
セ
ミ
ナ
ー会

議
所

25
日
▼
砂
川
市
内
中
小
企
業
勤
続

従
業
員
顕
彰
式

砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

30
日
▼
青
色
申
告
決
算
説
明
会会

議
所

28
日
▼
第
４
回
理
事
会

会
議
所

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
う
ご
き
10
月

報

告

会
議
所
の
う
ご
き
11
月

予
定

<
> 通

年
雇
用
促
進
協
議
会
よ
り

季
節
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
者
の
方
へ

建
設
機
械
等
技
能
資
格
取
得
支
援
事

業
・
安
全
衛
生
教
育
助
成
事
業
で
、
車

両
系
建
設
機
械
等
の
講
習
を
、砂
川
市
、

歌
志
内
市
、
奈
井
江
町
、
上
砂
川
町
に

居
住
さ
れ
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方

は
、
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
季
節
労
働
者
の
仕
事
の
幅
を
広
げ

る
た
め
、受
講
を
勧
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
受
付
日
時

受
付
時
間

９
時
～
16
時（
月
～
金
）

※
受
講
者
随
時
募
集
中

◎
対
象

砂
川
市
、
歌
志
内
市
、
奈
井
江
町
、

上
砂
川
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
季
節

労
働
者
の
方
で
、
令
和
２
年
度
雇
用

保
険
特
例
受
給
資
格
者
又
は
令
和
３

年
度
取
得
見
込
の
方

◎
受
講
料

無
料

◎
対
象
講
習
科
目

①
建
設
機
械
等
技
能
資
格
取
得
支
援
事
業

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、
解
体
）

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
玉
掛
け
等
14
科
目

②
安
全
衛
生
教
育
助
成
事
業

車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
）、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
玉
掛
け
、

足
場
組
立
等
特
別
教
育

◎
締

切

各
技
能
講
習
開
始
日
の
10
日
前
ま
で

※
詳
し
く
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先

砂
川
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

（
砂
川
市
役
所

商
工
労
働
観
光
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
５
-７
４
-８
３
８
６






















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�

砂
川
市
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

青
色
申
告
決
算
説
明
会

青
色
申
告
決
算
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
１
年
の
記
帳
の
締
め
く
く

り
を
す
る
決
算
手
続
等
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

令
和
４
年
11
月
30
日
（
木
）

13
時
30
分
よ
り

▽
場
所

砂
川
商
工
会
議
所

２
階

大
会
議
室

常
設
相
談
窓
口
コ
ー
ナ
ー

～
い
つ
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
～

▼
経
営
相
談

販
売
促
進
・
店
舗
改
善
・
生
産
向

上
・
Ｏ
Ａ
化
・
労
働
問
題
ま
で
幅

広
く
経
営
に
つ
い
て
ご
相
談
を
お

受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
経
営
診
断
も
上
部
指
導
機
関

と
協
議
し
て
お
受
け
い
た
し
ま

す
。

▼
金
融
相
談

事
業
資
金
（
設
備
・
運
転
等
）
に

つ
い
て
国
（
各
公
庫
資
金
等
）・

道
・
市
等
の
融
資
制
度
な
ど
幅
広

く
斡
旋
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
等
資
金
の
受
付
か
ら
手

続
き
も
取
扱
い
し
ま
す
。

▼
経
理
・
税
務
の
相
談

帳
簿
や
伝
票
の
記
帳
の
仕
方
を
ご

指
導
い
た
し
ま
す
。
ま
た
節
税
相

談
に
応
じ
、
決
算
事
務
が
で
き
る

よ
う
ご
指
導
い
た
し
ま
す
。

▼
労
務
相
談

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
）、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）、
各
種
共
済
制
度
の
ご

相
談
及
び
事
務
取
扱
い
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▼
巡
回
相
談

事
業
者
の
所
に
出
向
い
て
経
営
改

善
の
各
種
指
導
や
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

北海道事業継続緊急支援金
受付期間延長のお知らせ
支援金受付期間は下記の

とおり延長となりましたの
でお知らせいたします。

延長前：2022年10月31日（月）

延長後：2022年12月23日（金）


